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スポーツ公園の銀杏(イチョウ)の木は、葉がす

っかり落ちてしまいました。芝生の緑と、落ち葉

の黄色の対比がきれいです。

稲刈りあとの田んぼでは、渡りの途中の白鳥が

羽を休めています。冬の到来は、もうすぐ。

さて、皆様は耳にしたことがありますか？

[ジュウノ(十能)]。[デレッキ]。

私と同年代以上の方にとっては、懐かしい言葉

だと思います。小学生はもちろん、現役保護者世

代の方々には、「？？？」な言葉ですね。

◆昭和40年代。

毎年、秋の終わりになると、石炭を満載した小

型トラックが、家の前にやって来ます。運転手さ

んが荷台にあがり、玄関向かいの物置(石炭小屋)

に、スコップでザバッ、ザバッと石炭を放り込み

ます。ひと冬分の石炭。[トン]単位の量です。

昭和40年代は、家庭用の暖房燃料の主役(石炭、

薪、おがくず…)が石油に代わりつつある時代で

した。近所に住むタカシちゃん、マリちゃんのお

家は石油ストーブでした。(いいなあ)。少年北山

は憧れました。なぜなら、私の家の冬の暖房は、

石炭ストーブ。寒がりの父の[こだわり]だったの

かもしれません。鉄製の胴体が熱で赤味を帯び、

ゴォ～ッと音を立て勢いよく燃える石炭ストーブ

は、確かに暖かかったのです。

◇タイル張りのストーブ置台。

◇やかんの口から吹き出す湯気。

◇着火剤(文化たきつけ)と箱入りマッチ。

◇毎晩ストーブに入れる、あんか用の豆炭。

どれもが懐かしい記憶です。

ところで、冒頭の[ジュウノ]は、小さなスコッ

プのこと。ストーブに石炭を[くべる]ときに使い

ます。(くべる＝燃料を火の中に入れ足す。)

そして、[デレッキ]とは、持ち手がついた細長

い鉄棒のこと。先端がＬ字に曲がっています。ス

トーブに突っ込み、ガチャガチャ動かして、灰を

落とすための道具(灰かき棒)です。

少年北山の冬お手伝いは、ふたつありました。

まずは[石炭運び]。

居間の隅には、石炭用の四角いバケツが置いて

あります。ときどき、石炭を補充しなければなり

ません。少年北山は、一日に何回か、家の向かい

の物置に、石炭を汲みに行かされました。

もうひとつは[灰なげ]。

灰のことを[あく]と呼んでいました。ストーブ

本体の一番下には、四角い引き出しがあり、その

中には、石炭の燃えカス(灰)が溜まっています。

この引き出しを物置の裏手の灰捨て場まで持って

行きます。雪に掘った穴の中に、バサ～ッとその

灰を捨てるのです。

このふたつのお手伝い。正直、嫌でした。

寒い。重い。そして…、暗い夜は怖い。

けれども、一方では、

「自分が石炭を運ばなければ家族は凍える」

「自分は家族の一員として役に立っている」

そんな自負もありました。

◆ご来校ありがとうございました。

過日開催の本校学芸会には、保護者の皆様にご

来校いただきましたことに感謝申し上げます。

学芸会テーマ[共にかがやく][心を一つに]のと

おり、子どもたちは、多くの仲間と共に一つの発

表を作り上げることの喜びや楽しさ、そして達成

感を味わったことと思います。

毎年、何時間もかけて練習を繰り返し、学芸会

を実施するその理由は、教科の学習とは異なる、

集団(社会)活動をとおして、子どもたちの成長を

期待するからです。

そこで、いちばん小さな社会である家族。

家族の一員としての役割を果たす(お手伝い)こ

と。家族のルールを守ること。喧嘩ばかりしてい

ても、ふとした瞬間に兄弟姉妹のよさを感じるこ

と。お父さん、お母さんに守られているという安

心感や幸福感に浸ること。このような家庭生活を

土台に、学校で子どもたちは、ひと回り大きな集

団生活の中で、多くのことを学びます。

寒いからこそ、子どもたちが[あたたかい家庭]

を実感できる冬になることを期待しております。

（ 校長：北山 雅章 ）
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日 月 職員会議 

日 木 児童会 
日 金 開校記念日 
日 水 勤労感謝 日 

日 木 児童会 読 聞 せ ペ ャル 
日 金 ュ 作 年   
日 土 ク ルバン フ テ バル旭川大会 

日 月 研修日 
日 火 大学交流会 年  
日 水 学校教育指 訪問 全校 時間  

 

※コロナウイルスの感染状況 よ 予定が変更 も

あ ますの 了承くだ い  

 


